
＜様式１＞

28 年 9 月 30 日

【PLAN（計画）】

～

無

【DO（実施）】

※財源内訳中の「その他」には、保険料・寄付金・基金・利用料等の収入を記入しています。

個 別 計 画

ソフト事業（任意）

今井　大五郎 内線

会計 大村市モーターボート競走事業会計
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平成 年度事務事業評価表（一般事業・継続）28
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モーターボート競走法、地方公営企業法、地方財政法、大村市モーターボート競走事業の設置に関する条例

備　考

ボートレースファンを対象

26年度

モーターボート競走事業費用、資本的支出

年度

事　業　概　要
意図を達成するために
実施することは何か

重 点 事 業

款

　本事業は、モーターボート競走法に規定されているとおり、公益の増進を目的とする事業の振興に資するととも
に、本市の社会福祉の増進、医療の普及、教育文化の発展、体育の振興その他市民の福祉の増進を図るための
施策を行うための財源を確保する。

施 策

関 連 施 策

項

事 業 類 型

健全な財政運営の推進
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担当者名

競艇事業

部局名

　本事業は、モーターボート競走を施行することで、本市の健全財政の確保に寄与するものである。戦後の混迷
期による本市財政の危機的状況を打開するための方策として昭和２７年に「全国初のモーターボートレース」を開
催し、これまで総額５９２億円の繰出を一般会計におこなっている。
今後も、モーターボート競走の施行を通じて、継続的に収益を確保し、一般会計への繰出を行う。

目

事業コード
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大村市競艇企業局

課 名

課 長 名

事務事業名

基 本 目 標

政 策 220早川　泰彦

作成日

内線健全な財政運営の推進

持続可能な行財政運営と市民協働の推進

060201

嘱 託 等 人 数 （ 人 ）
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①
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＜様式１＞

【CHECK（評価）】

※事業類型が１～３に該当する事業については妥当性及び有効性の評価は記入しておりません。

【ACTION（改善・改革】

意
見
等

内
容

※１次評価は事業担当課長等、２次評価は２次評価委員会によって行われます。

該当なし

大村市が施行者であり、モーターボート競走法に規定されといるとおり、総務大臣が指定する市町村のみがモーターボート競走
を施行できることから、代替はできない。

該当なし

低い 該当なし

地方財政の改善を図るためモーターボート競走法に基づき、事業を実施している。

低い

該当なし

１　ナイターレース実施にともなう諸問題への取り組み
２　場外発売場の新規開設

高い やや高い 低い

低い

高い やや高い

平成２７年度には、ＳＧオールスター及びGⅠ九州地区選手権競走を実施し、過去最高売上４９８億円(前年度比２７．４％)を達
成した。またボートレースチケットショップ佐々及びボートレースチケットショップ鹿島を新規開設したことにより、場外発売場は１２
箇所となった。堅調な売上に支えられ、当期純利益は１１億3,803万円を計上し、繰越欠損金を解消した。一般会計繰出金につ
いても当初予定より１年早く再開し、３億円を繰り出した。

【施策貢献度】

【事業成果】

やや低い

これまで５９２億円の一般会計繰入を行い、市の財政に寄与してきた。

やや低い

１
次
評
価

今後の方向性

終期設定

拡充

終期設定

今後の方向性

効
率
性

今後の方向性

見直しの余地あり 該当なし

場外発売場の保守体制見直し等により固定費の抑制に努めた。
今後も各種交付金等の負担割合見直しについて要望を行っていく。

削減の余地あり 該当なし

内容
今後の方向性のもとで、どのような
取組をするか（課題や問題点等に
対する取組など）

競艇事業が将来にわたり安定した利益を確保し、市財政に寄与するため、効率的な運用を行うと同時
に、新たな場外発売場設置や電話投票等の売上拡大を図る。

効果
事業の改善・改革によって期待され
る効果は何か

継続的に利益を確保し、一般会計へ繰り出しを行うことで、市財政に寄与する。

事業の進捗状況
昨年度の評価から、どのような取組
をしましたか（昨年度の【ACTION】
の改善・改革の進捗等）

　（繰越欠損の解消について）
１　当期純利益を１１億3,803万円を計上し、繰越欠損を解消した。
　（場外発売場の新規開設について）
２　佐々、鹿島に場外発売場を新規開設した。（松浦については平成２８年度に開設）
（一般会計への繰出再開）
３　当初予定より１年前倒しで一般会計への繰出しを再開した。（平成２７年度　３億円の繰出し）

妥
当
性 【市の関与】 高い

やや低い

やや高い やや低い

有
効
性

事業が抱える問題・課題等

【コスト】

【負担割合】

ボートレースチケットショップにおける保守体制の見直しを行うなど固定費の抑制に努めた。
今後もサービスの質を確保しながら、各種見直しを実施していく。

見直しの余地なし

削減の余地なし

やや高い

対象外

高い

【必要性】

２
次
評
価

拡充

経営は順調に推移しているが、更なる経営基盤の強化
を図るため、ナイターレースの早期実施に取り組む。
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